
 

 

 

消化器 
ヘルニアセンター 
専門性とチーム医療で、 

安心できる未来へ 
鼠経部ヘルニアをはじめとする腹壁の疾患や食道裂孔ヘルニア、直腸脱など幅広いヘルニア類似

疾患に対応いたします。患者さん一人ひとりの状態に合わせて、最適な治療をご提案し、安全で確実

な医療を提供いたします。 
当センターでは、低侵襲手術を第一選択として、創を小さくすることで 

痛みの軽減や早期回復を目指します。さらに、外科医、麻酔医、看護師、 

臨床工学技士など多職種が連携し、術前から退院まで一貫してサポート 

いたします。 

また、最先端のロボット支援下手術も導入し、より安全で精度の高い治療 

に取り組んでいます。  

＜ロボット支援下手術全体＞ 

（R７.１０.２５～R８.9.３０まで 5８症例実施） 

※鼠経ヘルニアについては R8.７から１０症例実施 

【問い合わせ先】 
受診をご希望の方：岡谷市民病院 外科外来           ℡0266-23-8000 
他の医療機関からの紹介状をお持ちの方：地域医療連携室 ℡0266-23-8003 

手術支援ロボットによ

る術式は、より安全で

精度の高い最新医療を

提供します。 

高度な食道裂孔 
ヘルニア 

鼠径部ヘルニア 

その他の腹壁 
(瘢痕)ヘルニア 

直腸脱 ヘルニア治療のスペシャ

リストが、患者さん一人

ひとりに最適な治療法を

ご提案します。 

外科医、麻酔科医、看護師、

臨床工学技士など多職種

が連携し、術前から退院ま

で一貫して支えます。 

腹腔鏡・内視鏡下手術を

第一選択とし、創を小さ

くすることで感染や痛

みを軽減し、早期回復を

目指します。 

初診から治療までの流れ 

直接受診 

または紹介 

初診・診察 治療方針の 

ご提案 
手術・治療 術後フォロー･ 

退院 

受診をご希望の方は

外科外来までご連絡

ください。他の医療機

関からの紹介は、紹介

状をご持参のうえ、予

約をお取りください。 

診察と検査を行い、

患者さんの状態を 

確認します。 

患者さん一人ひとり

に最適な治療方針を

ご提案します。 

低侵襲手術を中心に、

安全で確実な治療を

行います。 

回復状況を確認し、

安心して生活できる

ようサポートしま

す。 

➊低侵襲な手術 ➋チーム医療で 

 安心サポート 

➌スペシャリスト 

  による最適な治療 

➍最新の医療にも対応 
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